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2009年度の広島ガスの事業活動における主な環境負荷についてまとめました。

ユーティリティ

廿日市工場（廿日市市）

●LNG受入・都市ガスの製造

備後工場（三原市）

●都市ガスの製造

　LNGは超低温（約－１６０℃）で貯蔵後、ガス製造プラント
で気化された天然ガスに少量のLPGを添加し、熱量を一定に
調整してガス臭を添加し、都市ガスとして送出しています。

気化

熱量調整
付臭

製 造

再資源化

原 料

(インドネシア・マレーシア・
サハリンガス田)

天然ガス採掘

インドネシア ボンタン基地
（約-１６０℃で冷却・液化 体積１/６００）

●天然ガス精製・液化

●LNG海上輸送

LNG船「スリヤ アキ」
（インドネシア～廿日市工場 約１週間）

精製・液化

海上輸送

東広島製造所（東広島市）LNGローリー

●LNGローリー輸送
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7,074千m3

288千m3
（製 造）

（事業所）

都市ガス

採掘・液化・
輸送時

CO2

4,086千kWh
3,194千kWh

（製 造）

（事業所）

電力
16.3千m3

22.1千m3
（製 造）

（事業所）

水

LNG
（液化天然ガス） 都市ガス

220千t 21.4千t
3.2千t

CO2※
3.2t

180.6t

産業廃棄物一般廃棄物

90.3t

一般廃棄物 産業廃棄物

66.5t

掘削土

104千t

掘削土

109千t

2.9t
162.8t

〈製造所〉

〈オフィス〉

〈製造所〉

〈事業所〉

〈製造所〉

〈事業所〉

原料
362.3千t

LNG

※購入電力CO2排出係数は、中国電力㈱実排出係数（0.674㎏-CO2/kWh）を使用

事業活動における環境負荷（２００9年度実績）
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《減量化・再資源化率》

導管（パイプライン）
総延長4,853km供 給

●導管工事

お客さま

　都市ガスを製造・供給するために、主原料としてLNG
および熱量調整用のLPG、ユーティリティとして都市
ガス・電力・水など、ガス導管としてPE管、鋼管などを
使用しています。

　エネルギーの使用によりCO2が発生しますが、クリーンエネ
ルギー天然ガスの優れた特長を活かし、他燃料から天然ガスへ
の転換、ガスコージェネレーションシステムおよび高効率ガス
機器の普及等を推進することで、環境保全に貢献しています。

●工業用（工場等）

ガスコージェネレーションシステム、
加熱、空調等

●天然ガス自動車

トラック・バス・乗用車等

環境保全活動におけるお取引先との関係

●環境保全に関する覚書
●安全環境教育
●協力依頼カード

　廿日市工場・備後工場・東広島
製造所においては、LNG船、ＬNG
ローリー等の役務提供者および
購買先に対して、環境保全活動
（サプライチェーン・マネジメント
等）への協力を依頼しています。

ガス販売量 
5億1百万立方メートル

●家庭用（給湯・空調等）

厨房、給湯、空調等

厨房、給湯、空調等導管埋設工事ガスホルダー

●都市ガスの貯蔵

●都市ガスの供給

ガス管橋

●圧力等遠隔監視制御

中央監視制御室（本社）

●商業用・公用
　（ホテル・ビル・学校等）

PE管 鋳鉄管・鋼管

PE管

6.5t

鋳鉄管・鋼管

132.7t

CO2

１,183千t6.5t 132.7t お客さま先

５０% １００%

鋳鉄管・鋼管

産業廃棄物（事業所）
掘削土
PE管

産業廃棄物（製造所）
一般廃棄物 73.6

１００.０
１００.０

90.1
９1.7

95.5
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